
・地域における潜在的な活⼒や資源を活かし、地域経済の活性化が必要
・地域の過疎化、⾼齢化が加速し、農林⽔産業の担い⼿が減少
・地域独⾃のʻ強みʼを⽣かせず全国画⼀化が進⾏

ITやロボットによる⽣産性の向上
アグリインフォマティクスによる「匠の技術」の承継

海外に⽬を向けた強い農林⽔産業の実現海外に⽬を向けた強い農林⽔産業の実現
働きやすく持続可能な農林⽔産業を持つ社会

ゲノム情報を活⽤した新品種の開発とブランド化

「Ⅳ．地域資源を‘強み’とした地域の再生」の課題と取組の例

重点的取組

基本的認識と重点的課題
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ITやロボット等の⼯学技術を
作物の管理、収穫等、様々な
作業フェーズに導⼊し、農作業
の省⼒化・効率化を図る

農家の匠の技をデータベース化する
アグリインフォマティクス技術を活⽤す
ることで、⾼収量・⾼収益モデルを
実現する

ゲノム情報の解析等により、新
品種を⽣み出す期間を⼤幅に
短縮すると共に、その技術を全
国展開

地域での商品開発、ブランド化に貢献す
る画期的な新品種を迅速に開発



・東⽇本⼤震災の発⽣から⼆年が経過
・震災から早期に復興し、国⺠の⽣活や産業を再⽣させることは喫緊の重要課題
・震災の教訓を⽣かした更なる発展の機会となるよう科学技術イノベーションを積極投⼊

復興再⽣をさらに加速化
成果や活⽤事例を世界へ積極的に発信

東⽇本⼤震災における被災者の健康状態及び⼤
規模災害時の健康⽀援に関する研究

東北地⽅に適したイチゴ養液栽培システム
（⽣産性の⼤幅な向上）

⾷料⽣産地域再⽣のための先端技術の展開

局所
温度制御

天敵による
害⾍防除

LED光源
による育苗

ヒートポンプ等
の効率的
エネルギー
システム

「Ⅴ．東日本大震災からの早期の復興再生」の課題と取組の例

重点的取組

基本的認識と重点的課題
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東⽇本⼤震災の被災者の健康状態等を継続的に把握。
必要に応じて専⾨的なケアにつなげ、今後の⽀援体制、
将来の⼤規模災害発⽣時の保健活動の在り⽅について
の研究を⾏う。



（３）「イノベーションを結実させる」

３．科学技術イノベーションに適した環境創出（１／４）

○経済社会の課題を解決する取組をより効果的なものとし、迅速にイノベーションを創出する
ための基盤を整備するため、「イノベーションを育む」「イノベーションを駆動する」「イ
ノベーションを結実させる」という３課題について、重点的に取り組む。（各課題の具体例
については、Ｐ９～11参照）
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イノベーション
の芽を育む

イノベーション
システムを
駆動する

イノベーション
を結実させる

○多様な人材がリーダーシップを発揮
○国際的なイノベーションハブを強化
○競争的資金制度を再構築

○ベンチャー企業等新規事業に
取り組む企業を活性化

○規制改革、国際標準化・知財
戦略を強化

○産学官・府省間の連携を強化
○研究支援体制を充実
○産学の人材流動化を促進

イノベーションの担い手の活躍の場となる
大学や研究機関において、イノベーション
の芽を創造できる体制を構築。

産学官の多様な担い手が、イノベーション
の各局面をリード・繋ぎをし、イノベーショ
ンシステムを駆動することができる環境を
整備。

実用化・事業化段階における隘路を解消。

○イノベーションに最適な国づくりの実施に向けて、各施策の部分最適ではなく、全体像を俯
瞰しながら施策の立案・実施、効果の測定、施策の見直しに取り組む。

（１）「イノベーションの芽を育む」

（２）「イノベーションシステムを駆動する」

イノベーションに
挑戦するリスクや
コストを社会全体

として許容


